
特集

第１章

第２章

第３章

第４章

近年、OECDのBEPS（税源浸食と利益移転）プロジェクトなどにより、多国籍企業を取
り巻く税の環境が大きく変わってきている。
グローバルに展開する日系企業にとっても、今後ROE経営の重要性などから税金費用の
戦略的なコントロールと、社会的責任の関心の高まりから税務に関するガバナンスの構
築・強化が必要となるなど、税を経営課題として捉え、全社的なアプローチを行うことが
要求されてくる。
そこで、本特集では、グローバル日系企業が税務ガバナンスに関する取組みを進めるに
あたって考慮すべきテーマと、その内容や影響について解説してもらった。

グローバル日系企業の
税務ガバナンス

ポストＢＥＰＳ時代の経営課題

ポストBEPSも踏まえた
グローバル日系企業の税務ガバナンスのあり方

グローバルで税務執行が大きく変化
世界各国の課税当局の動向と税務ガバナンスへの影響

税務のデジタル化へ向けた対応
テクノロジーを活用した税務ガバナンスの構築

「守り」に加え「攻め」の取組みを
ＲＯＥ経営における税務ガバナンス


